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D 109 現れにあヽけゐり

　　　　ゐ古永女子几短丸紅政　　古州'^も士　〇小川由香

　目的「祭･} 」いま本来、ぷ仏%^つることﾏ･あり、神仏、温霊りと’に奉祀して■ 顧魂

感謝、勧願するための猿式｀乞言う、現代I乙あヽい71^，記光. 祝賀, 萱蔵びどのたかこ行な

つ豪団的行l をも祭'I し呼んでぃる.本研究でIt、このようにぎり乞Å義的免味で･隻え、

現代に沁する肴斗。中年、高年の三世代のがりに夕打ゐ島識城基とその軋蔵置について比

枕-｡矛粟抑Jりい、現代｀人にとってのぎりの息吹どそのi狐要性について言瓦-^ゐ二とたa
的とする。

　力汰　曹知県に光わる只例の簾り乞乙') 和見その麗生や息味よ･]. 祭り乞タイプ別(-

分類レた.これをもt＼z 「吼卜名識の分新モデルを靖鳶し、調査表を穆鳶した。昭禾口に

恥順、つ≒/サード調査乞完施レ系古屋か立在の本学短丸ま/回%, , その両親/回名,

祖父母ぎ陥を無作為柚出し、傅ら衷だデし夕を単絶集計、因チ分新汰(主因｝斌）、ノン

メトリ･y クMD S祗を用いて、分和･ 考察乞行勺･つたｙ

　結集「戻卜免識構追乞恢りへen 蛎K:凌,評話、瀬妬性という三次元に夕けて測^し

た結果、三色㈹｀昨乙見識の羞おみら礼聚り見吻時の服吸につぃマ仁ざ代々）よい(こよ、

て呼吸、知裴の選択に相i のある- いヽぐ認められた。これらの聚'Jに対ずる息識｀とその服
猿観の世㈹にPる相Si乱栄nim見、余暇観バ

非日弗の雌らの日であっ化聚リ。本来的名味乞あ茸A。聚り免識。中＼z燥闇見ろニとお

でi fci5＼、現㈹人に｡とって駅リとit、弱い?つつある地域・連苧愈乞あめ. >し）蔵ﾉ町とし
1 生右乞浩岨化する息味乞七*>. そこに屎リの剃μ生仏存在メるど吝うこいヽぐで･きる。
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者の色彩感情の実態（第1報）- 色彩嗜好の主成分分析一

家政学院短大　○今井弥生　共立女短大　．新野静枝　青木きゃう

信子　女美術短大　塚越道子　文化女大　飯塚弘子

　目的　わが国の人口の高｡齢化が世界一早い速度で進み、加齢に伴う老年期の色彩感情、

生活行動について未知な分野が多く、これらは重要な高齢者問題であ･る。そこで、当学会

色彩・意匠学部会では昭和62年度より全国的に表題の実態調査を実施した。

　まず、成人のライフ・ステ―ジにおける色彩の好み、嫌われる色彩とは何か。次にどの

ような変化が起きるか。好きな色彩はどんな意味をもつかを明らかにして、老年期のここ

ろよい生活設計、ライフ・スタイルの選定に必要ないくつかの要因を得たので報告する。

　方法　1 ）対象　2008名（1922年　９月以前生まれ）　フェイス・シ-ト
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　調査時期　19 8 7年　９月　１～30日、10～15時、3 ）手統一　質問紙法、面接調査、

S色票80色、形容PI 20尺度、　５段階評定、4 ）主成分分析　因子の解釈、意味づけ

結

至

し

積

考

き

果　好きな色彩のイメージ・プロフィールは、好きな、こころよいから渋い、流行の

る

い

寄

え

生

　各形容詞間の相関は中程度かやや低い。因子負荷量は第１因子“楽しい、清潔な、

lj第２因子“渋い、地味な”第３因子“こころよい、上品な”第４因子“好きな”

与率55.2％。１軸…活力、２軸･･･落着き、３軸…やすらぎ、∠1軸…自己主張因子、

られる。したがって老年期の色彩感情は性別、個人差はあるが、全般に感性豊かで

命としてミ　こころよいイメー－ジをもつ色彩が好まれ、求めていることがわかった。


